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　本稿は宮城県石巻市における半島部最大の移転団地である河北団地での設計成果を報告する

ものである。主な成果は、三つの地域、多数の集落から移転する被災者のコミュニティを形成

に寄与する移転団地として、道路に三つの格を設けその役割を明確にし、自力再建と公営住宅

および公園や集会所、歩道を計画したことである。
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1.はじめに

　本稿は2011年3月11日に発生した東日本大震災で甚

大な被害を受けた宮城県石巻市の半島部における最大規模

の防災集団移転団地（以下、移転団地）である河北団地の

設計成果を報告するものである。

　石巻市は2005年に1市6町が合併し、旧町区分でいう

と平野部の1市と半島部の4町である旧北上町・旧河北町・

旧雄勝町・旧牡鹿町（以下、北上、河北、雄勝、牡鹿）が

津波により被災した。本稿で扱う河北団地は北上・河北・

雄勝半島部の付け根に位置し（図2）交通の利便性が高い

内陸部に存在する。移転者は旧3町の海や川との関係性

が強かった地域に住んでいた住民であるため、移転団地は

半島部の移転団地という位置付けである。

　移転団地の設計にあたり、計画案を住民と協議する場と

して「河北（二子）団地まちづくり協議会(図1)」を設置し、

総合支所（旧町役場）が選出した各旧町単位の代表住民で

議論を重ねている。協議会の運営は宮城大学の中田千彦氏、

中木亨氏および中田研究室の学生が主体となり実施してい

る。筆者は協議会の運営協力や、土木・まちづくり的な視

宮城県石巻市河北団地における
移転団地の設計

図-1　河北団地まちづくり協議会の様子



図 -2 石巻市全体地図 図 -3　河北団地周辺敷地

点から計画案の検討支援を行っている。本稿で扱う移転団

地の設計は、主に2013年11月から2014年12月頃にか

けて行ったものである。

2.河北団地の概要

　宮城県石巻市旧河北町は県北東部に位置し、東西に約

21km,南北に約13km（図2）の横長に広がり、町の中心

に新北上川が流れる地域である。東西に長いことから、被

災した地域と被災を免れた地域が明確に分かれており、海

沿いの漁業を生業とした集落を中心に被災している。移転

団地の敷地は、津波被害がない内陸部に位置し、河北、雄

勝、北上の３地区から400世帯あまりが集まる大規模な

移転団地である。当該敷地は、三陸自動車道の河北ICと

全国有数の集客数を誇る道の駅「上品の郷」に近接し、ま

た三陸沿岸部を走る国道45号へ接続することから、生活

利便性が高い立地条件である。

3. 移転団地の計画

(1)設計与件

a)計画への関与方法

　設計の参画にあたり、学識経験者として配慮したのは2

点である。一つ目はコンサルタントとの協働により技術的

担保をとること、二つ目はコンサルタントが設計を開始し

ている場合、作業上手戻りが発生する場合は変更できる範

囲での変更で対応することである。

　というのも、移転団地の設計は2013年の10月頃から

開始している。当時、半島部の移転団地である高台移転の

設計は大方終わる時期であったことから、異例の遅さであ

る。設計開始が遅いことに加えて、田園地帯の開発の為設

計は早期に完了し、工事へ移行する必要があるため、決め

られたスケジュールの中での計画案づくりが求められた。

また、計画案に関して、全ての内容を河北団地まちづくり

協議会に参加している住民と議論を行いながら、決定に

至っていることを断っておく。

B)移転者数

　移転者数は常に変動しており、本稿では計画における目

安であった410世帯として論を進める。自力再建（以下、

自力）は158世帯、復興住宅(以下、公営)は252世帯

である。各地域からの内訳は、北上が20(自力13、公営

7)世帯、雄勝が230(自力60、公営170)世帯、河北が

160(自力85、公営75)世帯である。また、北上は11の

集落、雄勝は20の集落、河北は4つの集落からの移転と

なるため、大きくみると3地域からの移転者だが、細か

くみると35の集落からの移転団地である。

(2)敷地外への接続と調整池

　移転団地の敷地内と敷地外との接続は一つ目の課

題であった。団地西側は仙台市を起点岩手県宮古市

に至る三陸縦貫自動車道（仙台・登米市間供用）河

北 IC が、北側には一皮の田園敷地を残して国道 45 号

が走っている。ここで留意した点は三点である。一

点目に周辺住民が抜け道として使いやすいような道

路をつくらないこと、二点目に一つ目と一見矛盾す

るが、移転者が不便にならないようにすること、三

点目に敷地外との接続できる箇所を極力減らすこと

である。

　また、道路線形に併せて調整池の位置や形状に関

する検討を行った。元々移転団地としての大臣同意

は敷地北側の農業用水路を改修し、排水する計画で

あった。ここで留意した点は以下の二点である。一

点目は排水能力を考えた調整池として適切な配置を

すること、二点目は周辺道路や住宅街との関係性を

考慮することである。

　敷地内外をつなぐ道路「骨格道路」（図 3,4）は 3

カ所の敷地外との接続を設ける計画とした。敷地北

側は、生活利便性を考慮し道の駅の出入り口がある

道の駅

国道 45 号線

対象敷地

追波川

三陸道

河北 IC



図 -4　河北団地計画案
1)
　骨格道路修正前

図 -5　道・公園の考え方スケッチ

図 -6　河北団地計画案
1)
 骨格道路修正

図 -7　河北団地計画案
1)
公園・集会所・住宅の道 修正

国道 45 号との接続、敷地南側は敷地南側は新旧北上

川の流量調整機能を果たす追波川が流れることから、実質
南へ移動する動線ではなく東側、西側への交通動線

に配慮した計画とした。敷地西側の河北IC直結による

利便性の向上について検討を行ったが、既に中小企業等

グループ施設等復旧整備補助事業で企業が再建され、敷

地利用がなされていたことから断念した経緯がある。ま

た、追波川南の地域および敷地東端からの交通量が

見込まれる道路が存在するため、軸線をずらすこと

や、遠回りする印象を与える位置に道路付けを行っ

た。骨格道路の線形は上品山への見え方を確認しつつ、

骨格道路で整体はさせず、元の水田の秩序に併せた設計と

した。調整池の配置は、敷地北側は団地の顔としての正確

が強く、田園風景のなかに存在する移転団地という印象を

継承すること、排水流末を河川管理者との協議により、直

接追波川に取ることが可能となったため、敷地南西端に配

置した。調整池は多自然型タイプの検討も行ったが、

敷地面積や維持管理の関係から、一般的な三面張タ

イプとなった。

（3）コミュニティを考慮した街区計画および住宅配置

　「骨格道路」の次は、個人が住宅に向かう道路をどう設

計するかという課題である。ここで留意した点は二点であ

る。一点目は団地の6割を超える人が公営住宅を予定して

おり、その多くは高齢者住宅となることが予想されること

から歩行への配慮や見守りの可能な配置計画とすること、

二点目は元々のコミュニティまたは新たにコミュニティを

形成するにあたり、近隣との関係性を生みやすい街路計画

とすることである。元々田園の敷地だったこともあり、コ

ンサルタントが作成した図面は単調な画地割が行いやすい

計画だった。

　計画提案として「骨格道路」に対して、「地区の道」と

「住宅のみち」が付随する計画した。「地区の道」は、各街

区から骨格道路へ出る道として常に利用する道であり、「住

宅のみち」は、街区内の道路として居住者のみが利用する

交通量の少ない安全なみちとした（図6,7,8）。これらを

達成するために地区の道と骨格道路の接続は基本的に二カ

所とし、住宅の道は地区の道に付随するものとしてループ

街路とした。これは動線を限定することで、お互いの目が

届くようになることを期待し、公営住宅は自力再建を含む、

居住者同士の行き交いが盛んとなる地区の道沿いに配置し

た。また、地区の道を他の街路と差別化するために、歩道

がつく設計とした。この道は区画道路のため本来であれば

歩道がつかない道である。河北団地での工夫は、歩道を公

共空地となる公園や緑地で担うことに加えて、公営住宅の

敷地を地区の道に隣接させ、歩道を住宅配置の工夫により

捻出することで達成している。



（4）公園・集会所・歩道

　コミュニティの形成を促す公共空地を敷地に対してどこ

に配置するかが課題であった。公園には防火水槽の設置が

予定されているため、敷地全体に満遍なく配置しつつ、有

事の際に対応できる配置が求められた。ここで留意した点

は、敷地全体に対して設計で生まれるヘタ地に公園を配置

するのではなく、まちの辻の広場になる敷地に配置するこ

とである。

　まず、骨格道路を決める段階で団地敷地の中心に約

7,000m2の中央公園を配置した。様々な地域から移転者

が集まることを考慮し、季節によっては団地全体でイベン

トができるような、地区・居住者同士の連携が図れる公園

である。街区公園は地区の道沿いまたは地区の道を補完す

る歩道として機能する配置とした。地区の道沿いに配置す

る公園は集会所と隣接させることで、人が集まることを容

易にする環境を整えている。敷地団地西側で南北に広がる

公園は、隣接敷地に工場があることから住宅団地とのバッ

ファーとして配置している。歩道は、地区の道および敷地

外周への配置、また敷地北西側のループ街路同士をつなぐ

ところや、敷地北側は外周の歩道につながる歩道を計画す

ることで、回遊性を高める設計としている。

4.おわりに

　本稿は宮城県石巻市における半島部最大の移転団地であ

図 -8　河北団地公営住宅配置イメージ

土地利用計画図 (案 )
2014.09.29 IRIDeS+ 宮城大学

凡例

1LDK

2LDK

3LDK

集会場

広場・公園面積

16,477 ㎡　（緑地率 8.6％）

※公営住宅部分緑地面積

1,708 ㎡

→合計 18,185 ㎡　(9.5％)

住居密集型の配置

街区の幅が 35m であるため
間口が狭くなることから
密集型の配置を検討する。

各集落の道を繋ぐ緑道

緑道の整備は、公営住宅の
敷地利用を基本とするが、
それが出来ない箇所は、
広場として整備する。

各エリア分け

各地区のエリア分けは、
住宅と住宅の背割りを
境界として計画する。

る河北団地での設計成果を報告するものである。主な成果

は、三つの地域、多数の集落からくる移転する被災者のコ

ミュニティを形成に寄与する計画作りを実施した点であ

る。今後の課題は設計変更や移転者数の減少に対応しつつ、

ハードではなくイベント等のソフト事業を実施し、実質的

なつながりを作ってっていくことにある。
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注

1)議論を受けてコンサルタントが作成した資料
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